
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．これが戦争だー過去の戦争から学ぶ 

 奪ってきた文化財を元の場所に戻そう（中国文化財返還運動を進める会） 
 近代日本が植民地支配や侵略戦争を通して不当に日本へ持ち帰った文化財があ

ります。日本に持ち帰られた文化財を元あった場所にかえそうという運動を紹介

します。 

日清・日露戦争後の子どもの遊びと昔話絵本 

 日清戦争から後は、１０年ごとに戦争をしてきた日本。子どもの遊びや昔話か

ら、戦争を良しとする意識が知らずしらずに染み込んでいく様子を展示します。 

＜地域の戦争を知る＞ 

学童疎開はなんだったのか 

戦争末期になると３年生以上の子は学童疎開・中学生、女学生は勤労奉仕。 

旧品川地区は現在の多摩地域へ。旧荏原地区は富山、静岡へ。静岡へ行った子ど

もたちは更に青森へ再疎開しました。多摩地区には空襲や機銃掃射も多く、疎開

先の学寮が焼けたり爆撃で亡くなることもありました。 

品川を焼きつくした城南空襲の実相一 1945 年 5 月 24 日の空襲は、３月１０

日を超える大量の焼夷弾を落して品川を焼け野原にしました。様々な地域の方の

証言、中延在住だった小島義一さんが描いた絵と現在をたどりながら考えます。 

・特攻ってー戦争で若者の命を砲弾がわりにした特攻。品川の工場でも特攻艇が

つくられたという証言があります。 

・戦争は性暴力を作り出すー地域の戦争を調べる中、南大井３丁目大森海岸にが

小町園（特殊慰安施設協会 RAA）が開設された事実を知りました。RAA っ

て？ 

  

２．現在の戦争—ウクライナ侵攻の中で何が 

 ウクライナでの戦争はゲームではありません。動いている戦車には人間が

乗っていて、それを破壊することは、人間が死んでいくということです。侵

攻以来すでに７万人がしに３０万人が負傷したと言われています。 

３．琉球弧で進む自衛隊基地建設—進む戦争への道 

  南西諸島では、馬毛島から与那国国迄急速にミサイル基地化が進んでいま

す。これは、戦争の抑止ではなく、戦争するための準備になっています。このま

ま進めば戦争につながるものです。 

 

４．武器で平和はつくれないー今大切にしたい憲法 

 岸田政権は、昨年国会に諮らず「安保 3 文書（国家安全保障戦略、国家防衛

戦略、防衛力整備計画）」を閣議決定。5 年で 43 兆円、年 10 兆円の大軍拡が、

戦争準備、増税、福祉削減で暮らし圧迫を現実にしています！「戦争」をしな

いために今、「安保 3 文書」を「憲法の目」で見つめましょう。 

   

 

 
 

 

２０２３年 第３９回 

しながわ平和のための戦争展 

—戦争ではなく平和の道をー 

日時：８月１７日（木）13：00～17：00 

   ８月１8 日（金）・１9 日（土）１０:００～１7:００ 

   20 日（日）10：00～16：00 

会場：品川区民ギャラリー（イトーヨーカドー大井町店８階） 

 

入場無料 

  「しながわ平和のための戦争展」は「戦争のことを知らない世代が多くな

ってくる中、戦争の恐ろしさと平和の大切さを」伝え合う場として地域に根差

した戦争の掘り起こしと継承をめざし始まりました。「新たな戦前？」と言う

声がある今こそ、過去の戦争の実相から学び、現実をしっかり見つめ、一人一

人ができることを考え行動することが求められていると思います。このささ

やかな展示が「戦争ではなく平和の道を」ともに考え合う場になりますよう

に。 

 しながわ平和のための戦争展実⾏委員会  ２０２3 年８⽉ 



５．核兵器と戦争のない未来めざして 

 戦争準備にひた走る岸田政権。原発回帰で国民の声に耳を貸そうとしません。

けれども、私たちは、憲法９条を守り、平和の日本であるために声をあげ続けま

す。核のない世界に向かって多くの国の人々が行動しています。日本政府に「核

禁止条約批准」を求める声、「核のない世界を」と声を上げ続けた被爆者たち。

今、私たちに求められていることを考えます。 

 

６．平和のために声をあげよう 

 地域で、様々な人々が「たたかいではなく平和の道を」と声をあげています。

二度と「いつの間にか戦争になってしまった」ということにならないように、自

分ができる行動を。「戦争だけはダメ」と声をあげ続けましょう。あなたの近く

にもそう考える人がいると思います。 

 

６．平和の願いをアートであらわす 

 戦争の傷跡は計り知れないものがあります。毎年八月が来る度に胸が詰ま

り苦しくなります。今も世界中が爆発寸前の恐怖の中にあり、多くの人が苦

しんでいます。そして、この瞬間にも大切な命が失われています。 

 許されない戦争！平和への願いを書にこめて！ 

 太平洋戦争時、こころある俳人たちは戦争を批判し、「俳句弾圧事件」で投獄

され言論.表現の自由をうばわれました。この苦い体験を二度と許さないと決意

し、平和に繋がる俳句詠みつづけています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

もよおしは 毎日１３:００からです。 

１７日 

（木） 

13：00 

13：20 

コーラス （しながわコーラスたんぽぽ） 

トーク「日清・日露戦争後の子どもの遊びと 

    昔話絵本」米屋陽一 

１８日 

（金） 

13：00 

13：20 

14：00 

コカリナ演奏（しながわコカリナアンサンブル） 

DVD「「元日本軍特攻隊員４人の遺言」」鈴木賢士作 

19 分＆質問タイム 

私の戦争体験「「空襲で次兄を失い、長兄は広島で被

爆」住田千惠子２０分＆質問タイム 

１９日 

（土） 

13：00 

 

13：20 

13：30 

14：15 

（人形劇団みちくさ）２０分 

人形劇「金色とさかのオンドリ」 

   紙芝居「３月１０日の約束」 

DVD「声をあげる高校生たち」（高校生平和ゼミナー

ル）４３分 

トーク「核兵器と戦争のない未来を」 伊藤響子 

 

２０日 

（日） 

13：00 

 

 

 

13：30 

 

13：50 

 

 

14：20 

 

15：20 

語り（日本民話の会） 

「ランドセル地蔵」 

「樺太からの引き揚げ」 

紙芝居「おかあさん」（日本民話の会） 

朗読 （朗読グループ秋桜の会） 

「いたかったね クロマツさん」 

「きけわだつみのこえ」 

朗読「空襲で孤児になった子どもたち」（あやの会） 

   ＜休憩＞５分 

「沖縄、再び戦場
いくさば

へ」(仮題) 三上智恵監督スピンオフ

作品 

  

沖縄の唄三線（照屋三線ファミリー） 

 

展示内容と催しは HP で公開します。二次元バーコード 

をクリックしてご覧ください 

HP  https://heiwanotameno.net/ 
問い合わせは  mail@heiwanotameno.net まで 




